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このマニュアルの構成
本マニュアルはCATV/xDSL インターネットシェアリングボックス BRL-01(bRoad
Lanner)の概要および使用方法について説明します。本マニュアルの構成は以下のように
なっています。

付付録録

User’s Manual Ver.1.0 Rev.A

《マニュアル内の表記について》
本マニュアル内では製品の名称を本製品と表記します。

区別が必要な場合は製品型番で表記します。

第第11章章　　ははじじめめにに
本製品の概要と各部の名称について説明します。必ずお読みください。

第第22章章　　ハハーードドウウェェアアのの接接続続
本製品ハードウェアのxDSL/ケーブルモデムおよびLANとの接続方法について説明します。必ずお読みください。

◆◆ 必必ずずおお読読みみくくだだささいい ◆◆

第第33章章　　簡簡単単設設定定
本製品を使ってもっとも簡単にインターネットに接続する方法について説明します。

第第44章章　　アアドドババンンススドド設設定定
本製品のDHCPサーバ機能やローカルサーバ機能等のより詳しい機能の設定の方法について説明します。

◆◆ ごご使使用用方方法法 ◆◆

付付録録BB フファァーームムウウェェアアののアアッッププデデーートト

付付録録CC デデフフォォルルトト設設定定のの復復帰帰

付付録録DD デデフフォォルルトト設設定定

本製品をご使用になる上でよくあるトラブルとその解決方法について説明します。

付付録録AA トトララブブルルシシュューーテティィンンググ

本製品のファームウェアのアップデート方法について説明します。

本製品を工場出荷時のデフォルト設定に戻す方法について説明します。

本製品の工場出荷時のデフォルト設定について説明します。

付付録録EE tteellnneett設設定定
本製品をtelnetを使用して設定する場合の設定メニューについて説明します。

付付録録FF 製製品品仕仕様様
本製品の製品仕様です。



※記載の会社名および製品名は各社の商標または登録商標です。
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はじめに

第第11章章

1

11..  概概要要

本製品は、xDSLおよびCATV（ケーブルTV）接続を使用したインター
ネット接続に対応したインターネットシェアリングボックスです。
NAT（Network Address Translation:ネットワークアドレス変換）機
能により、1つのIPアドレスを複数のコンピュータで共有し同時に
インターネットにアクセスすることが可能です。本製品はWEBブ
ラウザまたはtelnetにより、簡単にセットアップすることが可能です。

プロバイダによっては複数のコンピュータからのアクセスを制限
している場合もあります。プロバイダとのご契約内容についてご
確認ください。

図1-1 bRoad Lanner接続図

注注意意



2 はじめに
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●xDSL、CATV接続等の1.5MbpsまでのWAN回線に対応
●NAT機能により1つのIPアドレスを複数のコンピュータで共有可能
●WAN側10BASE-T、LAN側100BASE-TX/10BASE-T自動認識に
対応した2つのRJ-45 STPポートを装備
●WAN側ポートはDHCPクライアントに対応
●LAN側ポートはDHCPサーバに対応
●ローカルサーバ機能およびバーチャルコンピュータ機能により、
ローカルネットワーク上のコンピュータにインターネットから
アクセス可能
●フィルタ機能を装備、IPアドレス、ポート番号によるアクセス
制限が可能
●WEBブラウザまたはtelnetから設定可能

パッケージに以下の付属品が含まれていることを確認してください。

●bRoad Lanner(BRL-01)本体
●ACアダプタ
●UTP ストレートケーブル（1m）1本
●ショートケーブル 1本
●このユーザーズマニュアル

不足品がある場合は、販売店または弊社テクニカルサポートまでご
連絡ください。

33..  梱梱包包内内容容のの確確認認

22..  特特長長
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■本体上面

「「SSTTAATTUUSS LLEEDD」」
本製品がデータの送受信中に点滅します。

「「WWAANN LLIINNKK LLEEDD」」
WAN側ポートのリンクが確立しているときに点灯します。

「「LLAANN LLIINNKK LLEEDD」」
LAN側ポートのリンクが確立しているときに点灯します。

44..  各各部部のの名名称称

図1-2 本体上面



4 はじめに

■本体背面

「「LLAANN側側ポポーートト」」
本製品をLANと接続するためのRJ-45 STPポートです。

「「WWAANN側側ポポーートト」」
本製品をxDSLまたはケーブルモデムと接続するためのRJ-45 STP
ポートです。

「「電電源源ココネネククタタ」」
付属のACアダプタを接続するための電源コネクタです。

「「PPOOWWEERR LLEEDD」」
本製品に電源が供給されている場合に点灯します。

「「リリセセッットトススイイッッチチ」」
本製品を再起動する場合に使用します。

図1-3 本体背面

第第
１１
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■本体裏面

「「品品番番」」
本製品の製品型番です。

「「シシリリアアルル番番号号」」
本製品のシリアルナンバーです。製品外箱に記載されているものと
同じ番号です。ユーザ登録時に必要となります。また、製品故障時
などにサポートを受ける場合にも必要になります。

「「MMAACCアアドドレレスス」」
本製品のMACアドレス（物理アドレス）です。プロバイダによって
はxDSL/ケーブルモデムに接続する機器のMACアドレスの申請が
必要な場合があります。その場合はこのMACアドレスをプロバイ
ダに申請してください。

Serial NO : 
Node ID : 

図1-4 本体裏面
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◎◎ココンンピピュューータタ機機器器
本製品は、以下のいずれかのコンピュータに対応しています。

●Windows 95/98/NT/2000を搭載し、Ethernet（RJ-45）ポートを装
備したコンピュータ
●TCP/IPが利用可能なOS（Mac OS、各種UNIX等）を搭載し、
Ethernet（RJ-45）ポートを装備したコンピュータ

◎◎ネネッットトワワーークク機機器器
本製品では、以下のネットワーク機器が必要となります。

●UTPまたはSTPツイストペアケーブル
●10BASE-T/100BASE-TXリピータハブまたはスイッチングハブ

◎◎xxDDSSLL//ケケーーブブルルモモデデムム
本製品は、以下のいずれかのxDSL/ケーブルモデムに対応しています。

●RJ-45（LAN）ポートを装備した外付xDSLモデム
●RJ-45（LAN）ポートを装備した外付ケーブルモデム

55..  対対応応機機器器



ハードウェアの接続

第第22章章
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11.. xxDDSSLL//ケケーーブブルルモモデデムムととのの接接続続（（WWAANN））

1.xDSL/ケーブルモデムの電源を切ってください。
2.ストレートタイプのUTPまたはSTPツイストペアケーブルで、本
製品背面のWANポートとxDSL/ケーブルモデムのRJ-45ポートを
接続してください。

xDSL/ケーブルモデムの種類によっては、本製品と接続する際にス
トレートケーブルでなく、クロスケーブルを必要とするものもあり
ます。詳細については、お手持ちのxDSL/ケーブルモデムのマニュ
アルを参照してください。

第第
２２
章章

注注意意

章では、本製品とxDSL/ケーブルモデム、ハブとの接続手順につ
いて説明します。

本本

図2-1 xDSL/ケーブルモデムとの接続



8 ハードウェアの接続

1.ストレートタイプのUTPまたはSTPツイストペアケーブルの一端
を本製品のLANポートに接続してください。
2.ツイストペアケーブルのもう一端をハブ（10BASE-T/100BASE-
TXリピータハブやスイッチングハブ等）のRJ-45ポートに接続し
てください。
3.本製品を経由して、インターネットにアクセスするコンピュータ
とハブをツイストペアケーブルで接続してください。

第第
２２
章章

22..  ネネッットトワワーーククととのの接接続続（（LLAANN））

図2-2 ネットワークとの接続
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1.付属のACアダプタを本製品の電源コネクタに接続してください。
2.ACアダプタをAC100Vコンセントに接続してください。コンセント
に直接、ACアダプタを接続できない場合は付属のショートケー
ブルをご使用ください。
3.xDSL/ケーブルモデムの電源を入れてください。
4.ハブの電源を入れてください。

ACアダプタは必ず付属のものを使用してください。付属以外のAC
アダプタの使用は、製品の故障、誤動作等の原因となります。付属
以外のACアダプタを使用した場合の故障は保証の範囲外となります。

第第
２２
章章

図2-3 電源の接続

33..  電電源源のの接接続続

注注意意



10 ハードウェアの接続

これまでの接続を行い本製品の電源を入れると本製品背面の
POWER LEDと本製品上面のWAN LINKおよびLAN LINK LEDが点
灯します。これらのLEDが点灯しない場合は以下の点についてご
確認ください。

＜＜PPOOWWEERR LLEEDD＞＞
→本製品付属のACアダプタを使用していますか？
→ACアダプタが本製品背面の電源コネクタにしっかりと接続され
ていますか？
→ACアダプタはAC100Vコンセントにしっかりと接続されていま
すか？

＜＜WWAANN LLIINNKK LLEEDD＞＞
→ツイストペアケーブルの両端はそれぞれ、本製品背面のWAN
ポートおよびxDSL/ケーブルモデムのRJ-45ポートにしっかりと
接続されていますか？
→xDSL/ケーブルモデムの電源は入っていますか？
→ツイストペアケーブルの種類（ストレートまたはクロス）は合っ
ていますか？

＜＜LLAANN LLIINNKK LLEEDD＞＞
→ツイストペアケーブルの両端はそれぞれ、本製品背面のLANポート
およびハブのRJ-45ポートにしっかりと接続されていますか？
→ハブの電源は入っていますか？
→ツイストペアケーブルの種類（ストレートまたはクロス）は合っ
ていますか？

第第
２２
章章

44..  接接続続のの確確認認
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本製品背面にはリセットスイッチが装備されています。何らかの理
由で本製品のリセットを行いたい場合は、以下の手順でリセットを
行ってください。

1.本製品に電源が入っていることを確認し、リセットスイッチを約
1秒間押してください。
2.本製品上面のSTATUS LEDが7回点滅します。
3.xDSL/ケーブルモデムをリセットしてください。

本製品は電源投入時、自動的に自己診断テストを実行します。本製
品が正常に起動すると、製品上面のSTATUSと書かれたLEDが7回
点滅します。このLEDが7回点滅しない場合は、本製品の故障が考
えられます。弊社テクニカルサポートまでご連絡ください。

第第
２２
章章

55..  本本製製品品ののリリセセッットト手手順順

66..  電電源源投投入入時時のの自自己己診診断断テテスストトににつついいてて
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章では本製品の簡単設定手順について説明します。簡単設定で
は、必要最小限の設定のみで、本製品を経由したインターネット

へのアクセスを行えるようにします。
簡単設定を開始する前に、第2章「ハードウェアの接続」を参照して本
製品とxDSL/ケーブルモデム、コンピュータの接続を済ませておいて
ください。
本製品のより詳細な設定を行う場合は、第４章「アドバンスド設定」
を参照してください。

簡単設定

第第33章章

本本

13

11..  ココンンピピュューータタのの設設定定

■■WWiinnddoowwss9955//9988
1.コンピュータにネットワークアダプタがインストールされ、正常
に認識されていることを確認してください。ネットワークアダ
プタがインストールされていない場合は、ネットワークアダプ
タのインストールを行ってください。

第第
３３
章章



14 簡単設定

2.コンピュータにTCP/IPプロトコルがインストールされているこ
とを確認します。「スタート」メニューから「設定」→「コントロー
ルパネル」→「ネットワーク」と選択してください。「現在のネッ
トワークコンポーネント」の欄に「TCP/IP」が表示されているか
確認してください。インストールされている場合は手順5に進ん
でください。

第第
３３
章章
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3.インストールされていない場合は「追加」ボタンをクリックし、
「インストールするネットワークコンポーネント」から「プロトコ
ル」を選択して「追加」ボタンをクリックしてください。

4.ネットワークプロトコルの選択で「製造元」に「Microsoft」を選択
し、「ネットワークプロトコル」には「TCP/IP」を選択して「OK」
ボタンをクリックしてください。ネットワークのプロパティの画
面に戻ります。

第第
３３
章章



16 簡単設定

5.「TCP/IP」を選択し「プロパティ」ボタンをクリックしてください。
「TCP/IPのプロパティ」画面が表示されるので、「IPアドレス」タ
ブをクリックしてください。画面内の「IPアドレスを自動的に取
得」オプションを選択し、コンピュータを再起動してください。

第第
３３
章章
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■■MMaacciinnttoosshh
1.アップルメニューから「コントロールパネル」→「TCP/IP」と選
択してください。
2.TCP/IPの設定ウィンドウの「設定方法」を「DHCPサーバを参照」
に設定してください。

3.TCP/IPの設定ウィンドウを閉じて、Macintoshを再起動してくだ
さい。

第第
３３
章章



18 簡単設定

コンピュータの準備ができたら、本製品にプロバイダから割当てら
れているグローバルIPアドレスの設定を行います。プロバイダから
のIPアドレスの割当てには、固定のIPアドレスが提供される場合と、
接続時にDHCPサーバから自動的にIPアドレスが割当てられる場合
があります。

プロバイダとの接続にPPPoE（PPP over Ethernet）を使用する場
合は、「4-4 WAN側TCP/IP設定」を参照して、PPPoE接続の設定を
行ってください。

DHCPサーバにより自動的にIPアドレスが割当てられる場合は、こ
こでは何もする必要はありません。「3-3 接続の確認」に進んでくだ
さい。
固定のIPアドレスが割当てられている場合は、以下の情報を用意し
てグローバルIPアドレスの設定を行ってください。

a.プロバイダから割当てられているIPアドレス
b.プロバイダから割当てられているサブネットマスク
c.プロバイダから割当てられているゲートウェイIPアドレス
d.DNS（ドメインネームサーバ）のIPアドレス

WEBブラウザから本製品にアクセスするには、フレーム表示に対
応したブラウザを使用する必要があります。Netscapeまたは
Microsoft Internet Explorerのバージョン3.0以降のご使用を推奨します。

第第
３３
章章

22..  ググロローーババルルIIPPアアドドレレススのの設設定定

注注意意
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1.コンピュータが起動したら、WEBブラウザを起動してください。
2.WEBブラウザの「場所」（または「アドレス」）欄に本製品のデフォ
ルトIPアドレス「192.168.10.10」を入力し、Enterキーを押してく
ださい。
3.本製品にログインするための認証ダイアログボックスが表示され
ます。デフォルトの管理ユーザー名「admin」と、デフォルトのパ
スワード「password」を入力して「OK」ボタンをクリックしてく
ださい。

第第
３３
章章
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4.本製品のメイン・セットアップメニューが表示されます。

第第
３３
章章
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5.画面左にある「簡単設定」をクリックしてください。グローバル
IPアドレスの設定画面が表示されます。「IP設定の自動取得」を
「しない」に設定し、以下の項目を手動で設定してください。

「「WWAANN側側IIPPアアドドレレスス」」
プロバイダから割当てられているIPアドレスを入力してください。

「「WWAANN側側ササブブネネッットトママススクク」」
プロバイダから割当てられているサブネットマスクを入力してく
ださい。

「「WWAANN側側デデフフォォルルトトゲゲーートトウウェェイイ」」
プロバイダから割当てられているデフォルトゲートウェイのIPア
ドレスを入力してください。

第第
３３
章章
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6.「保存して再起動」ボタンをクリックしてください。設定が保存さ
れ本製品が再起動します。
7.約10秒ほど待って本製品の再起動が完了したら、画面左側のメ
ニューの「アドバンスド設定」をクリックし、その下の「ネットワー
ク」をクリックしてください。「プライマリDNSサーバ」にプロバ
イダから割当てられた、DNSサーバのIPアドレスを入力してくだ
さい。セカンダリDNSサーバも割当てられている場合は「セカン
ダリDNSサーバ」も入力してください。

第第
３３
章章
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8.「適用」ボタンをクリックしてください。設定を保存して再起動
するかどうか確認する画面が表示されるので「はい」ボタンをク
リックしてください。

9.設定が保存され、本製品が再起動します。

第第
３３
章章



24 簡単設定

コンピュータ上でWEBブラウザを起動し、任意のURLを入力し、
ページが表示されるか確認してください。表示されない場合は、プ
ロバイダから指定されている設定をよく確認して、もう一度「簡単
設定」をやり直してください。それでも接続できない場合は、「付
録 A トラブルシューティング」を参照してください。

第第
３３
章章

33..  接接続続のの確確認認



ここではWEBブラウザを使用した場合の操作方法を説明していま
すが、Telnetプログラムでも同様の設定を行うことが可能です。

設定変更後には、必ず画面左側のメニューから「保存して再起動」
を実行してください。「保存して再起動」を実行せずに本製品の電
源を切ったり、リセットした場合、新しい設定は消去されます。

1.本製品のLAN側ネットワークに接続したコンピュータ上でWEB
ブラウザを起動してください。
2.WEBブラウザのURLを入力する欄（Netscapeでは「場所」、
Internet Explorerでは「アドレス」）に本製品のLAN側ポートのIP
アドレス（デフォルトでは 192.168.10.10）を入力し［Enter］キー
を押してください。
3.本製品にログインするためのユーザ名とパスワードを入力するダ
イアログが表示されるので入力してください。デフォルト設定で
は、ユーザ名は「admin」、パスワードは「password」です。

こでは、WEBブラウザを使用して本製品の詳細設定および各機
能の設定を行う手順を説明します。

アドバンスド設定

第第44章章

ここ
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11..   設設定定画画面面をを開開くく

第第
４４
章章
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26 アドバンスド設定

第第
４４
章章

4.本製品の設定画面が表示されます。画面左側のフレームに表示さ
れているのが設定項目のメニューです。メニューの「アドバンス
ド設定」をクリックするとサブメニューが表示されます。
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管理者パスワードの変更を行うには、アドバンスド設定のサブメ
ニューから「LAN IP設定」をクリックしてください。

1.管理者パスワードの「パスワード」と「パスワードの確認」の欄に
新しいパスワードを入力し、「適用」ボタンをクリックしてください。
パスワードの最大長は半角文字で8文字です。
2.ログインダイアログが表示されるので新しいパスワードを入力し
てログインしなおしてください。
3.設定を保存して再起動するかどうか確認する画面が表示されるの
で、「はい」をクリックしてください。

第第
４４
章章

22..  管管理理者者パパススワワーードドのの設設定定



28 アドバンスド設定

LAN側ポートのIP設定を変更するには、アドバンスド設定のサブメ
ニューから「LAN IP設定」をクリックしてください。

「「LLAANN側側IIPPアアドドレレスス」」
LAN側ポートに設定するIPアドレスを入力してください。

「「LLAANN側側ササブブネネッットトママススクク」」
LAN側ポートに設定するサブネットマスクを入力してください。

第第
４４
章章

33.. LLAANN側側TTCCPP//IIPP設設定定
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「「LLAANN側側デデフフォォルルトトゲゲーートトウウェェイイ」」
LAN側ネットワークのデフォルトゲートウェイアドレスを入力し
てください。通常は本製品のLAN側IPアドレスを入力します。

「「ホホスストト名名」」
プロバイダによっては、ユーザの認証にホスト名が必要になる場合
があります。この場合は、ここにプロバイダから割当てられたホス
ト名を入力してください。その他の場合は、空白のままでかまいま
せん。

設定を変更した場合は「適用」ボタンをクリックしてください。

第第
４４
章章
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WAN側ポートのIP設定を変更するには、アドバンスド設定のサブ
メニューから「WAN IP設定」をクリックしてください。
本製品はWAN側ポートのサービスタイプとして、通常の接続と
PPPoE（PPP over Ethernet）の2種類の方法をサポートしています。
プロバイダ側がPPPoEに対応している場合は「サービスタイプ」
に「PPPoE接続」を選択してください。それ以外の場合は「通常接
続」を選択してください。サービスタイプを変更した場合は「適用」
ボタンをクリックしてください。

第第
４４
章章

44.. WWAANN側側TTCCPP//IIPP設設定定
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■■通通常常接接続続のの設設定定
WAN側設定で「通常接続の設定」をクリックすると、通常接続の設
定画面が表示されます。

「「IIPP設設定定のの自自動動取取得得」」
WAN側ポートのIP設定をプロバイダ側のDHCPサーバから自動的
に取得したい場合は「する」に設定してください。IPを手動設定す
る場合は「しない」に設定してください。「しない」に設定した場合
は、以下の項目の設定を行ってください。

第第
４４
章章



32 アドバンスド設定

「「WWAANN側側IIPPアアドドレレスス」」
WAN側ポートに設定する、プロバイダから指定されたIPアドレス
を入力してください。

「「WWAANN側側ササブブネネッットトママススクク」」
WAN側ポートに設定する、プロバイダから指定されたサブネット
マスクを入力してください。

「「WWAANN側側デデフフォォルルトトゲゲーートトウウェェイイ」」
プロバイダから指定された、WAN側ネットワークのデフォルトゲー
トウェイアドレスを入力してください。

設定を変更した場合は「適用」ボタンをクリックしてください。

第第
４４
章章
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■■PPPPPPooEE接接続続のの設設定定
WAN側設定で「PPPoE接続の設定」をクリックすると、PPPoE接
続の設定画面が表示されます。

「「ロロググイインンユユーーザザ名名」」
ログインするためのログインユーザ名を入力してください。

「「ロロググイインンパパススワワーードド」」
ログインするためのパスワードを入力してください。

「「ササーービビスス名名」」
任意のサービス名を入力してください。空白のままでもかまいま
せん。

第第
４４
章章



34 アドバンスド設定

「「ササーービビススオオンンデデママンンドド」」
通常は「有効」に設定してください。

「「自自動動切切断断」」
無通信時のタイムアウトによる自動切断までの時間を分単位で入
力してください。

「「IIPPアアドドレレススネネゴゴシシエエーーシショョンン」」
IPアドレスを自動で割当てる場合は「有効」に設定してください。

「「固固定定IIPPアアドドレレスス」」
固定IPアドレスが割当てられている場合は入力してください。

設定を変更した場合は「適用」ボタンをクリックしてください。

第第
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章章
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本製品のDHCPサーバ機能の設定を行うには、アドバンスド設定の
サブメニューから「ネットワーク」をクリックしてください。

「「DDHHCCPPササーーババ」」
LAN側ポートのプライベートLAN上のコンピュータに対して、本製
品のDHCPサーバ機能によってIP設定を自動的に割当てる場合は、
「有効」に設定してください。DHCPサーバ機能を使用しない場合
は「無効」に設定してください。

第第
４４
章章

55.. DDHHCCPPササーーババ機機能能のの設設定定
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「「ププラライイママリリDDNNSSササーーババ」」
DHCPサーバ機能により割当てる、DNSサーバのIPアドレスを入力
してください。WAN側のIP設定をプロバイダから自動取得してい
る場合は、自動的に設定されます。

「「セセカカンンダダリリDDNNSSササーーババ」」
DHCPサーバ機能により割当てる、セカンダリDNSサーバのIPアド
レスを入力してください。WAN側のIP設定をプロバイダから自動
取得している場合は、自動的に設定されます。

「「WWIINNSSササーーババ」」
DHCPサーバ機能によってWINSサーバのIPアドレスを自動的に割
当てたい場合は、WINSサーバのIPアドレスを入力してください。
WINSを使用しない場合は、0.0.0.0を入力してください。

「「IIPP割割当当てて範範囲囲」」
DHCPサーバ機能によって、割当てられるIPアドレスの範囲が表示
されます。範囲を追加したい場合は「範囲の追加」ボタンをクリッ
クしてください。設定を変更または削除したい場合は、「変更」/
「削除」ボタンをクリックしてください。

「「固固定定IIPP割割当当てて」」
特定のコンピュータに対しての、固定IPアドレスの割当てを表示し
ます。固定IPを追加したい場合は「固定IPの追加」ボタンをクリッ
クしてください。設定を変更または削除したい場合は、「変更」/
「削除」ボタンをクリックしてください。

設定を変更した場合は「適用」ボタンをクリックしてください。

DHCPサーバ機能を「無効」に設定した場合は、プライベートLAN
上のすべてのコンピュータのIPアドレスを手動で設定してください。

第第
４４
章章
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■■IIPP割割当当てて範範囲囲のの追追加加//変変更更

追加または変更したいIP割当て範囲の「開始アドレス」と「終了ア
ドレス」を入力して、「適用」ボタンをクリックしてください。開始/
終了アドレスは「.」（ドット）で区切られた4つの数字のうちの、最
後の1つだけを入力してください。

第第
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■■固固定定IIPP割割当当ててのの追追加加//変変更更

追加または変更したい固定IP割当ての「IP」と「MACアドレス」を
入力して、「適用」ボタンをクリックしてください。IPは「.」（ドッ
ト）で区切られた4つの数字のうちの、最後の1つだけを入力してく
ださい。MACアドレスは、12桁の16進数で、2桁ずつ「:」（コロン）
で区切って入力してください。

第第
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バーチャルコンピュータ機能とは、プライベートLAN上の特定のコン
ピュータをインターネット上から参照可能とする機能です。プライ
ベートLAN上のいずれか1台のコンピュータをバーチャルコンピュー
タとして登録することが可能です。インターネットからの、本製品
のWAN側ポートに割り当てられたIPアドレスへのパケットはすべ
てバーチャルコンピュータに転送されます。バーチャルコンピュー
タの設定を行うには、アドバンスド設定のサブメニューから「ネッ
トワーク」をクリックしてください。

第第
４４
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「「ババーーチチャャルルココンンピピュューータタ」」
「有効」に設定すると、バーチャルコンピュータ機能が使用可能と
なります。「無効」に設定した場合、バーチャルコンピュータ機能は
使用できません。

「「IIPPアアドドレレスス」」
バーチャルコンピュータに設定したい、プライベートLAN上のコン
ピュータのIPアドレスを入力してください。

設定を変更した場合は「適用」ボタンをクリックしてください。

第第
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ローカルサーバ機能とは、プライベートLAN上にある特定のサーバ
を、インターネット上から参照可能とする機能です。ローカルサー
バ機能では、バーチャルコンピュータ機能とは異なり、TCP/UDPの
ポート番号ごとにプライベートLAN上のコンピュータを割当てる
ことが可能です。たとえば、プライベートLAN上でFTPサービスを
提供したい場合、FTPサービスのポート番号（TCPポート20/21）を、
このFTPサーバのIPアドレスに割当てます。すると、本製品のWAN
側IPアドレスに対してFTP（TCPポート20/21）のアクセスが来ると
自動的にプライベートLAN上のFTPサーバにパケットが転送されます。
ローカルサーバの設定を行うには、アドバンスド設定のサブメニュー
から「ローカルサーバ」をクリックしてください。

第第
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設定されているローカルサーバのリストが表示されます。TCPプロ
トコルのエントリを追加したい場合は「TCPエントリの追加」ボタン
を、UDPプロトコルのエントリを追加したい場合は「UDPエントリ
の追加」ボタンをそれぞれクリックしてください。

「「ププロロトトココルル」」
TCPまたはUDPが表示されます。

「「外外部部ポポーートト」」
転送させたいパケットのポート番号を入力してください。例えば、
WEBサーバであれば「80」を入力します。

第第
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「「ププラライイベベーートトIIPPアアドドレレスス」」
パケットを転送する、プライベートネットワーク上のコンピュータ
のIPアドレスを入力してください。

「「内内部部ポポーートト」」
転送先のコンピュータでのポート番号を入力してください。通常は
外部ポートと同じ番号を入力します。

設定を変更した場合は「適用」ボタンをクリックしてください。

本製品では、ルーティングテーブルにルーティング情報を追加する
ことが可能です。

新規にルーティング情報を定義するには、TCP/IPについてのより
高度な知識が要求されます。間違ったルーティング情報を定義する
と、IPネットワーク全体の通信が止まってしまう恐れもあります。
ルーティング情報の定義を行う前に、ネットワーク管理者と相談し、
追加するルーティング情報に問題が無いかよく確認してください。

第第
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88..   ルルーーテティィンンググテテーーブブルル
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ルーティング情報の定義を行うには、アドバンスド設定のサブメ
ニューから「ルーティング」をクリックしてください。

現在定義されているルーティングテーブルが表示されます。新たに
ルーティング情報の定義を行いたい場合は「ルーティングテーブル
の追加」ボタンをクリックしてください。

第第
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■■ルルーーテティィンンググテテーーブブルルのの追追加加

「「送送信信先先」」
送信先のIPアドレスを入力してください。

「「ネネッットトママススクク」」
送信先のネットマスクを入力してください。

「「ゲゲーートトウウェェイイ」」
送信先アドレスへのゲートウェイのIPアドレスを入力してください。

第第
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「「メメトトリリッックク」」
メトリックを入力してください。メトリックには0から16の値が設
定可能です。送信先に対して複数の経路がある場合より低いメトリッ
ク値を持つ方の経路が優先されます。

「「ププラライイベベーートト」」
定義したルーティング情報（RIP）をブロードキャストさせたくな
い場合は、「はい」を選択してください。

設定を変更した場合は「適用」ボタンをクリックしてください。

第第
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IPフィルタリング機能では、WEBの参照やE-mailなどのインターネッ
トサービスの使用制限を行うことが可能です。また、特定のユーザ
のみこれらのサービスを使用できないように設定することも可能です。
デフォルトでは、IPフィルタリング機能は無効に設定されています。
IPフィルタリング機能の設定を行うには、アドバンスド設定のサブ
メニューから「IPフィルタリング」をクリックしてください。

第第
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99.. IIPPフフィィルルタタリリンンググ



48 アドバンスド設定

現在設定されている、IPフィルタのリストが表示されます。代表的
なサービスについては送信先ポートは番号ではなくサービス名で
表示されます。IPフィルタの追加を行いたい場合は「IPフィルタの
追加」ボタンをクリックしてください。IPフィルタリング機能を有
効にしたい場合は「IPフィルタリング」を「有効」に設定してくだ
さい。無効にしたい場合は「無効」に設定してください。

設定を変更した場合は「適用」ボタンをクリックしてください。

■■IIPPフフィィルルタタのの追追加加
「IPフィルタの追加」ボタンをクリックすると、IPフィルタの追加画
面が表示されます。

第第
４４
章章
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「「ププロロトトココルル」」
フィルタリングするパケットのプロトコルを「TCP」、「UDP」から
選択してください。

「「送送信信先先ポポーートト」」
フィルタリングするパケットのポート番号を入力してください。

「「送送信信元元IIPP」」
プライベートネットワーク内の特定のコンピュータのみフィルタ
リングしたい場合は、そのコンピュータのIPアドレスを入力してく
ださい。「0.0.0.0」を入力するとプライベートLAN上のすべてのコン
ピュータのアクセスがフィルタリングされます。

「適用」ボタンをクリックすると、フィルタが追加されます。

第第
４４
章章



50 アドバンスド設定

アドバンスド設定のサブメニューの「LAN IP設定」で、ネットワー
クアドレス変換（NAT）、マルチキャスト転送の設定を行うことが
可能です。

第第
４４
章章

1100..  そそのの他他のの設設定定
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◎◎ネネッットトワワーーククアアドドレレスス変変換換((NNAATT))機機能能
NAT機能の有効/無効を切り替えることが可能です。本製品をxDSL/
ケーブルモデムを使用したインターネット接続に使用する場合は、
必ず「する」に設定してください。

◎◎ママルルチチキキャャスストト転転送送
マルチキャスト転送の有効/無効を切り替えることが可能です。マ
ルチキャスト転送を行いたい場合は、「する」に設定してください。

第第
４４
章章



52 アドバンスド設定

画面左のメニューから「トラフィックモニタ」をクリックすると、
本製品のLAN側およびWAN側ポートそれぞれのIPアドレス、送受
信したパケット数、エラーパケット数などの情報を確認できます。
また、PPPoE接続の場合は接続時間が表示されます。トラフィック
モニタの表示は、10秒ごとに更新されます。

第第
４４
章章

1111..  トトララフフィィッッククモモニニタタ
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画面左のメニューのアドバンスド設定のサブメニューから「アクセ
ス状況」をクリックすると、プライベートLAN上のコンピュータの
インターネットへのアクセス状況が表示されます。

第第
４４
章章

1122..  アアククセセスス状状況況のの表表示示



54 アドバンスド設定

「デフォルト設定の読込」で、本製品の設定を工場出荷時のデフォ
ルト設定に戻すことが可能です。「デフォルト設定の読込」をクリッ
クして表示される画面の「デフォルト設定の読込」ボタンをクリッ
クするとデフォルト設定が読み込まれます。デフォルト設定を有効
にするには、「保存して再起動」を実行してください。

第第
４４
章章

1133..  デデフフォォルルトト設設定定のの読読込込
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設定の変更は、設定を保存して本製品を再起動するまで有効にはな
りません。本製品の設定を変更した後は、必ず「保存して再起動」
を実行してください。
画面左側の「保存して再起動」をクリックして表示される画面で、
「保存して再起動」ボタンをクリックすると設定が保存され本製品
が再起動します。保存を中止したい場合は、「中止」をクリックし
てください。

第第
４４
章章

1144..  設設定定のの保保存存
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トラブルシューティング

付付録録AA

57

◎POWER LEDが点灯しない
→本製品付属のACアダプタを使用していますか？
→ACアダプタが本製品背面の電源コネクタにしっかりと接続され
ていますか？
→ACアダプタはAC100Vコンセントにしっかりと接続されていま
すか？

◎WAN LEDが点灯しない
→ツイストペアケーブルの両端はそれぞれ、本製品背面のWANポー
トおよびxDSL/ケーブルモデムのRJ-45ポートにしっかりと接続
されていますか？
→ xDSL/ケーブルモデムの電源は入っていますか？
→ツイストペアケーブルの種類（ストレートまたはクロス）は合っ
ていますか？

◎LAN LEDが点灯しない
→ツイストペアケーブルの両端はそれぞれ、本製品背面のLANポー
トおよびハブのRJ-45ポートにしっかりと接続されていますか？
→ハブの電源は入っていますか？
→ツイストペアケーブルの種類（ストレートまたはクロス）は合っ
ていますか？

付付
録録
ＡＡ



58 トラブルシューティング

◎WEB設定画面が表示されない
→コンピュータのネットワークアダプタは正常に動作していますか？
コンピュータまたはネットワークアダプタのマニュアルを参照
してネットワーク設定を確認してください。
→コンピュータのTCP/IPの設定が間違っている可能性があります。
IPを自動取得(DHCPを使用)する設定にしてください。

◎インターネットにアクセスできない
→WAN側のIP設定が間違っている可能性があります。プロバイダ
から受け取っているIP設定の資料をよく確認し、「4-4 WAN側
TCP/IP設定」をやり直してください。
→IPフィルタが設定されていませんか？ IPフィルタの設定を確認
してください。

◎インターネット（WAN）からのWEB設定を禁止したい
→ローカルサーバ機能で、インターネット（WAN側）からの本製品
のWEB設定画面へのアクセスを禁止することができます。プラ
イベートLAN上でWEBサーバを公開する場合は、ローカルサーバ
の設定でポート80にWEBサーバのIPアドレスを割当ててください。
プライベートLAN上でWEBサーバを公開しない場合は、プライベー
トLAN上で使用していないIPアドレスをポート80に割当ててく
ださい。

◎パスワードを忘れてしまった
→本製品の管理者パスワードを忘れてしまい、設定画面にログイン
できなくなってしまった場合は、「付録C デフォルト設定の復帰」
を参照し、本製品を工場出荷時の状態に戻してください。

◎MACアドレスがわからない
→本製品のMACアドレスは本体底面のシールに印刷されています。
Node ID: の後の12桁の文字列が本製品のMACアドレスです。

付付
録録
ＡＡ



ファームウェアのアップデート

付付録録BB

59

アップデートは、TFTPクライアントプログラムを使用して行います。
Windows95/98からアップデートを行うには、TFTPクライアントプ
ログラムが別途必要となります。また、アップデートに使用するコン
ピュータは、必ず本製品のプライベートLAN上に接続してください。
ファームウェアのファイルをホームページからダウンロードした
ら、以下の手順でアップデートを行ってください。

■■WWiinnddoowwssNNTT//22000000ででののアアッッププデデーートト
1.本製品のプライベートLAN上に接続したコンピュータで、「スター
ト」メニューの「プログラム」から「コマンドプロンプト」を実行
してください。
2.ダウンロードしたファームウェアのファイル（bipgate.bin）を現
在のディレクトリにコピーしてください。
3.コマンドプロンプトで以下のように入力してください。ファーム
ウェアの転送が開始されます。

tftp 本製品のLAN側IPアドレス get upgrade
tftp -i 本製品のLAN側IPアドレス put bipgate.bin

4.しばらくして、「Transfer Succesful」というメッセージが表示さ
れれば、アップデートは成功です。

付付
録録
ＢＢ

製品はファームウェアをフラッシュROMに搭載しており、
ファームウェアのアップデートが行われた場合に、簡単にアッ

プデートが可能です。ファームウェアは、弊社ホームページ上
（（hhttttpp::// //wwwwww..ppllaanneexx..ccoo.. jjpp//））からダウンロードしてください。

本本

注注意意



60 ファームウェアのアップデート

■■UUNNIIXXででののアアッッププデデーートト
1.ルート（root）でログインしてください。
2.現在のディレクトリにダウンロードしたファイル（bipgate.bin）
をコピーしてください。
3.コマンドプロンプトから以下のコマンドを入力してください。

tftp 本製品のLAN側IPアドレス

4.TFTPプロンプトで以下のコマンドを入力してください。

get upgrade
binary
put bipgate.bin

5.しばらくして、ファイル転送が終了したらアップデートは完了です。
6.TFTPを終了してください。

付付
録録
ＢＢ



デフォルト設定の復帰

付付録録ＣＣ
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1.電源コードを外し本製品の電源を切ってください。
2.本体背面のリセットスイッチを押したままの状態で、電源ケーブ
ルを接続し電源を入れてください。
3.そのまま、リセットスイッチを10秒間押し続けてください。10秒
たったらスイッチを離してください。この間に Status と書かれ
たLEDが7回点滅します。
4.リセットスイッチを約1秒間押してください。Status LEDが3回点
滅します。このとき工場出荷時のデフォルト設定が読込まれます。
5.続いて、本製品は自動的に再起動します。このとき、Status LED
が7回点滅します。

付付
録録
ＣＣ

製品のログインパスワードやIPアドレスを忘れてしまって場
合や、不正なIPフィルタを追加してしまったなどの理由で、

本製品のWEB設定画面にログインできなくなってしまった場合は、
以下の手順で本製品を工場出荷時のデフォルト設定に戻してくだ
さい。

本本
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製品の工場出荷時のデフォルト設定は以下のようになってい
ます。デフォルト設定の読込みを行った場合も、以下の設定

が読込まれます。

デフォルト設定

付付録録DD

本本

63

付付
録録
ＤＤ
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製品をtelnetを使用して設定する場合の設定メニューについ
て説明します。

telnet設定

付付録録ＥＥ

本本
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00..GGeenneerraall IInnffoorrmmaattiioonn メメニニュューー
1.Supervisor Password ・・・・・・・・パスワードの変更
2.Local IP Address ・・・・・・・・・・・・・LAN側IPアドレス
3.Local Subnet Mask・・・・・・・・・・・LAN側サブネットマスク
4.Default Gateway ・・・・・・・・・・・・・デフォルトゲートウェイ
5.Host Name・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ホスト名
6.Multicast Forwarding・・・・・・・・・マルチキャスト転送

11..WWAANN PPoorrtt SSeettuuppメメニニュューー
1.Sevice Type・・・・・・・・・・・・・・・・・・・WAN側サービスタイプの変更
2.Regular Service Setup・・・・・・・通常接続の設定
3.PPPoE Sevice Setup ・・・・・・・・PPPoE接続の設定

22..DDHHCCPP SSeerrvveerr SSeettuuppメメニニュューー
1.Using DHCP Server ・・・・・・・・・DHCPサーバの有効/無効
2.Domain Name Server IP ・・・・プライマリDNSのIPアドレス
3.Secondary DNS Server IP ・・セカンダリDNSのIPアドレス
4.WINS IP ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・WINSサーバのIPアドレス
5.Dynamic-IP Range Setup ・・・IP割当て範囲の設定
6.Fixed IP Table Setup ・・・・・・・・固定IP割当ての設定

33..LLooccaall SSeerrvveerr SSeettuuppメメニニュューー
ローカルサーバの設定

付付
録録
ＥＥ



66 telnet設定

44..IInntteerrnneett VViissuuaall CCoommppuutteerr SSeettuuppメメニニュューー
1.WAN Port Visual Computer ・・・・バーチャルコンピュータのIPアドレス
2.Using Visual Computer ・・・・・・バーチャルコンピュータの有効/無効

55..AAcccceessss CCoonnttrrooll LLiisstt SSeettuuppメメニニュューー
A.Add a New Entry ・・・・・・・・・・・・・IPフィルタの追加
D.Delete an Old Entry ・・・・・・・・・IPフィルタの削除
U.Using Access Control List ・・IPフィルタリングの有効/無効

66..SSttaatt iicc RRoouuttee SSeettuuppメメニニュューー
A.Add a New Entry ・・・・・・・・・・・・・ルーティング情報の追加
D.Delete an Old Entry ・・・・・・・・・ルーティング情報の削除

77..SSeerrvviiccee DDiiaaggnnoosstt iiccメメニニュューー
C.Connect Service ・・・・・・・・・・・・・PPPoEの接続テスト
D.Disconnect Service ・・・・・・・・・・PPPoEの切断

88..IInntteerrnneett SSppyyメメニニュューー
アクセス状況の表示

SS..SSaavvee aanndd RReessttaarrttメメニニュューー
保存して再起動

DD..LLooaadd tthhee ddeeffaauulltt  vvaalluueeメメニニュューー
デフォルト設定の読み込み

付付
録録
ＥＥ



仕様

付付録録FF

67

＜＜準準拠拠すするる標標準準＞＞
IEEE802.3 10BASE-T、IEEE802.3u 100BASE-TX

＜＜ポポーートト＞＞
LAN側：10BASE-T/100BASE-TX RJ-45 STPポート
WAN側：10BASE-T RJ-45 STPポート

＜＜対対応応WWAANN回回線線速速度度＞＞
最大1.5Mbps

＜＜LLEEDD＞＞
Status、WAN LINK、LAN LINK、Power

＜＜入入力力電電源源＞＞
DC 6V、800mA

＜＜消消費費電電力力＞＞
最大5W

＜＜外外形形寸寸法法（（WW××DD××HH））＞＞
169×115×35mm

＜＜重重量量（（本本体体ののみみ））＞＞
240g

＜＜環環境境＞＞
動作温度：0～40℃
動作湿度：35～85%

＜＜EEMMII＞＞
CE、FCC ClassA

付付
録録
ＦＦ
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技術的なご質問、バージョンアップ等のお問い合わせは
お気軽に下記へご連絡ください。

なお「ユーザー登録はがき」をご返送またはホームページにて
ユーザー登録をおこなっていただいていない場合には、
一切サポートは受けられませんのでご注意ください。

フリーダイアル：0120-415977
FAX：03-3256-9207

受付時間
月曜日～金曜日（祭日は除く）
10:00～12:00・13:00～17:00

ご質問の受付やドライバのアップデートを
下記wwwサーバで行なっておりますのでご利用ください。

http: //www.planex.co.jp/

E-MAIL:info-planex@planex.co.jp

© Copyright 2000  PLANEX COMMUNICATIONS INC.  All rights reserved.
No.PMN-00-05-TN-BRL01



技術的なご質問は、この2ページをコピーして必要事項をご記入の
上、下記FAX番号へお送りください。
プラネックスコミュニケーションズテクニカルサポート担当行

FFAAXX：：0033--33225566--99220077

送信日：　　　　　　　　　

質質 問問 票票

部署名

会社名

名前

電　話 ＦＡＸ

E-MAIL

型番
Product No. BRL-01

CATV/xDSL Internet Sharing Box製品名

製造番号
Serial No.

メーカー

型番

①
xDSL/
ケーブルモデム

②インターネット　
プロバイダ名

メーカー

型番

OS バージョン　

③
ご使用の
パソコンについて



④質問内容



この製品は、厳密な検査に合格したものです。保証期間内に、お客様の
正常なご使用状態の元で万一故障した場合には、本保証規定に従い無
償で修理をさせていただきます。

ご購入後１ヵ月以内に発生した故障については初期不良交換対象とな
ります。１ヵ月を過ぎた場合は修理扱いとさせていただきますのでご
了承願います。なお、弊社はセンドバック方式をとらさせていただい
ております。故障の場合には、製品をお客様送料ご負担にて郵送して
いただき、弊社まで修理をご依頼ください。

ただし、次のような場合には保証期間内においても、有償修理となります。

1.ユーザー登録を行っていない場合
2.購入日が明記されていない場合
3.取扱上の誤りによる故障及び損傷、不当な修理や改造などをされた場合
4.お買い上げ後の移動、落下または郵送などにより故障、損傷が生じた場合
5.火災、天災、地変、ガス害、または異常電圧により故障、損傷が生じた場合

※保証書は、日本国内においてのみ有効です。
※保証期間は、製品お買い上げ日より算定いたします。
※保証書は再発行いたしませんので、大切に保管してください。

保保 証証 規規 定定

■■ 免免責責事事項項 ■■
●火災、自身、第三者による行為、事故、お客様の故意または過失、誤用、その他の異状

と思われる条件での使用により発生した損害に関して弊社は一切責任を負いません。

●ユーザーズマニュアルの記載事項を守らないことにより生じた損害に関して、当社

では一切責任を負いません。

●本製品の使用または、使用不能から生じて付随した損害（事業の中断、事業利益の損

失、記憶内容の変化、消失等）に関して一切責任を負いません。



ググリリーーンンママーーククににつついいてて
本製品は、グリーンマーク事業に協賛し、パッケージに再生紙を
利用しています。グリーンマーク事業とは、紙のリサイクルを推
進することを目的とした事業ですが、併せて環境の緑化も目的
としています。パッケージ裏面にあるグリーンマークを、学校あ
るいは町内会、自治体単位で集め、財団法人古紙再生促進センター
に送っていただくと、苗木、またはセンターオリジナルのノート
が送られます。詳しくは、財団法人古紙再生促進センター（電話
03-3541-9171)までお問い合わせ下さい。

この度は弊社製品をお買い上げいただき誠にありがとうございます。弊社では製
品をお買い上げいただいたお客様にユーザー登録をお願いしております。ユーザー
登録を行っていただいたお客様には新製品情報、バージョンアップ情報、キャンペー
ン情報等さまざまな情報を提供させていただきます。また、製品の故障等でユーザー
サポートをお受けになるにはお客様のユーザー登録が必要となります。ぜひユーザ
ー登録を行ってくださいますようお願いいたします。

ユーザー登録は下記弊社インターネットホームページ上で受け付けております。
ホームページ上でユーザー登録を行って戴いたお客様には抽選でプレゼントを差し
上げております。ぜひホームページ上のユーザー登録をご利用くださいますようお
願いいたします。

hhttttpp::////wwwwww..ppllaanneexx..ccoo.. jjpp//

インターネットをご使用になれないお客様は、本マニュアル最終ページのユーザ
ー登録はがきをご使用ください。切り取って必要事項をご記入の上、弊社宛にご返送
ください。インターネット上でユーザー登録をされたお客様は、ユーザー登録はがき
をご返送いただく必要はありません。

ユユーーザザーー登登録録書書のの記記入入方方法法
ユーザー登録書をご記入いただく場合には、以下の事項を参考にしてください。

●“製造番号”には、パッケージ側面に貼られているバーコードシールの“S /N”ま
たは商品裏側に記されている内容をご記入ください。

● ユーザー登録書の表面の使用環境を忘れずに必ずご記入ください。サポート時
の参考情報とさせていただきます。

ユユーーザザーー登登録録ににつついいてて

見本



●弊社の保証規定を必ずご覧ください。●
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□個人使用　□法人使用（チェックしてください。）
※個人でご使用の場合には、個人名、および住所以降の欄にのみご記入ください。
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ユユーーザザーー登登録録書書
（プラネックスコミュニケーションズ控）
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道 県
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（個人名）

フリガナ

フリガナ

フリガナ

部課名

担当者名

住　所

電　話

F A X

E-MAIL

型番
Product No.

製品名

購入日

製造番号
Serial No.

購入店名
所在地

□個人使用　□法人使用（チェックしてください。）
※個人でご使用の場合には、個人名、および住所以降の欄にのみご記入ください。

CATV/xDSL Internet Sharing Box

西暦　　　　年　　　　月　　　　日
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SOHO

BRL-01/BRL-01N/BRL-04
ファームウェアバージョン5.XX.62p

補足マニュアル
BROADBAND ROUTER

本製品のファームウェアバージョン5.XX.62pより、新機能が追加されました。こ

のマニュアルは付属マニュアルに記載されていない事項について説明いたします。

5.XX.62p へファームウェアをバージョンアップされた場合は、本製品付属マニュ

アルとあわせて本補足マニュアルを参照してください。



2



3

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2

1. はじめに ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4

2. PPPoE接続時の切断手順について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4

3. WWW 設定画面へのアクセス ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4

1. 簡単インターネット設定 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5

2. 通常のPPPoE接続・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6

3. CATVインターネットサービス、その他のADSL接続サービス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9

4. PPPoE複数IPアドレス LAN型接続 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11

目次

User’s Manual   Version 1.0 No.PMN-01-07-TN-BRL01/04

●マニュアル内の表記について
本マニュアル内では製品の名称を本製品と表記します。区別が必要な場合は製品型番で表記します。

●記載の会社名および製品名は各社の商標または登録商標です。



本製品はWWWブラウザ経由およびTELNET経由の2つの設定方法があります。
このマニュアルではファームウェアバージョン5.XX.62pで追加及び変更された
WWWブラウザ経由の設定方法を説明しています。5.XX.62p 以前のファームウェ
アをご利用の場合には、製品付属のマニュアルを参照してください。

PPPoE 接続した場合、WWW 設定画面の切断手順を踏まずに、ケーブルの取り
外しや電源断などを行うとPPPoEセッションがサーバ側に残った状態になります。
この状態に陥ると10～20分再接続できなくなりますのでご注意ください。その
場合は時間をおいてから再接続をしてください。

WWW 設定画面へのアクセス方法は、本製品付属マニュアルを参照してください。

4

1. 

2. PPPoE

3. WWW

1 はじめに



WWWブラウザで設定画面を開きます。

［メインメニュー］、またはWWWブラウザの画面左側から、［簡単インターネット
接続設定］の文字をクリックします。

ご利用のインターネット接続サービスのタイプを選択します。
メインメニューに3つの選択肢が表示されます。ご利用のインターネット接続サー
ビスを選択してください。

●通常のPPPoE接続
NTT東日本/NTT西日本の「フレッツ・ADSL」や東京めたりっく通信の「Single」
サービス、名古屋めたりっく通信の「Home」サービス等のPPPoEプロトコルを
使用したインターネット接続サービスをご利用の場合はこちらを選択してくだ
さい。

5

2 簡易インターネット接続設定

ファームウェアバージョン5.XX.62pから基本的な設定のみでインターネットに

接続する方法を追加しました。ここでは必要最小限の設定でインターネットに接

続する方法について説明します。ご利用のインターネット接続サービスに対応し

た説明を参照に設定してください。

1. 
1.

2.

3.



●CATVインターネットサービス、その他のADSL接続サービス
CATVインターネット接続サービスや、PPPoEプロトコルを使用しないADSL接
続サービスをご利用の場合はこちらを選択してください。また、IPアドレスの
取得にDHCPを使用するサービスの場合は、こちらから設定を行ってください。

●PPPoE複数IPアドレス LAN型接続
PPPoE接続で複数のグローバルIPアドレスを使用するLAN型接続のサービスを
ご利用になる場合こちらを選択してください。この機能はファームウェアバー
ジョン5.XX.62pから追加されました。

［通常のPPPoE接続］では、PPPoE 方式を採用したADSL インターネットサー
ビスをご利用の場合の設定を行います。

メインメニューから、［簡単インターネット接続設定］ページ －［通常のPPPoE
接続］を選択します。

→［通常のPPPoE接続］ページが表示されます。
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2. 通常のPPPoE接続

PPPoE接続ではないADSL/CATV インターネット接続サービスの場合は、［CATVインターネットサービス、その他
のADSL接続サービス］から設定を行ってください。また、複数の固定グローバルIP アドレスが割り当てられる
PPPoE インターネット接続サービスの場合は、［PPPoE複数IPアドレス LAN型接続］から設定を行ってください。

注意

1.



表示される設定項目に必要な情報を入力します。（以下参照）
［簡単インターネット設定］－［通常のPPPoE接続］

●ログインユーザ名
プロバイダから指定されたPPPoE 接続ユーザ名を、正確に入力してください。
以下のPPPoE サービス名が指定されていない場合は”@”（アットマーク）以下
も入力します。（工場出荷時の状態では「your-name 」に設定されています。）

例：nogunogu@planexbrl.ne.jp

●ログインパスワード
プロバイダから指定されたPPPoE接続パスワードを、正確に入力してください。
セキュリティのため、この欄に文字を入力しても”*”（アスタリスク）表示され
ます。（工場出荷時の状態では「password 」に設定されています。）

例：rYOCo%Mtu

●サービス名
プロバイダから指定されたPPPoEサービス名を、正確に入力してください。特
に指定されていない場合は入力する必要はありません。
（工場出荷時の状態では空欄に設定されています。）

例：PPPServ

7

2.

最大64 文字の半角英数字を入力可能です。大文字・小文字の違いに注意して入力してください。PPPoE接続ユーザ名
はメールアカウント名などと異なる場合があります。

注意

最大32 文字の半角英数字を入力可能です。大文字・小文字の違いに注意して入力してください。PPPoE接続パスワー
ドはメールパスワードなどと異なる場合があります。

注意

最大32 文字の半角英数字を入力可能です。大文字・小文字の違いに注意して入力してください。

注意



8

●サービスオンデマンド
パソコン上でWWWブラウザを起動した場合など、LAN側のパソコンからのイン
ターネット接続要求に応じて自動的にインターネット接続したい場合は、「有効」
に設定してください。定額のインターネット接続サービスの場合は「有効」に設
定することをお勧めします。（工場出荷時の状態では「有効」に設定されています。）

●自動切断
PPPoEでインターネットに接続中、通信が無い状態が続いた場合に自動的に
PPPoE接続を切断するまでの時間を分単位で指定します。自動切断したくない
場合は、この欄に"0 "を入力してください。（工場出荷時の状態では「5」に設定
されています。）

例：3

●IPアドレスネゴシエーション
IPアドレスがプロバイダから自動的に割り当てられる場合は「有効」、IPアドレ
スが固定で割り当てられている場合は「無効」を選択します。「無効」の場合は以
下の「ルータIPアドレス」も設定してください。（工場出荷時の状態では「有効」
に設定されています。）

●ルータIPアドレス
IPアドレスが固定で割り当てられている場合に、プロバイダから指定されたIP
アドレスを入力します。（工場出荷時の状態では「0.0.0.0 」に設定されています。）

●MSS（Maximum Segment Size）
MSS（Maximum Segment Size）値を変更します。通常は工場出荷時の設定
（1414）を変更する必要はありません。不用意に変更すると通信ができなくなっ
たり、特定のサイトやアプリケーションが使用できなくなったり、パフォーマン
スが著しく落ちますので注意してください。

例：株式会社セガのDreamcast で『ファンタシースターオンライン』をプレ
イする場合は、工場出荷時の設定（1414）では動作しません。当社では
1400 、1300 、1200 の各値で動作確認を行っています。

従量制の場合などで「無効」に設定した場合は、［アドバンスド設定］－［PPPoE接続の診断］ページで手動接続しな
ければなりません。

注意

株式会社セガのDreamcast で『ファンタシースターオンライン』をプレイする場合は、工場出荷時の設定（1414）
では動作しません。当社では1400 、1300 、1200 の各値で動作確認を行っています。

注意



入力内容を確認し、正しければ［適用］ボタンを押してください。
「設定を保存して再起動します。」メッセージが表示されますので、［はい］ボタン
を押してください。［はい］ボタンを押すと、変更した設定内容が保存され本製
品が再起動を開始します。（再起動には約10秒かかります）
再起動後にインターネットに接続できます。

［CATVインターネットサービス、その他のADSL接続サービス］では、通常の
ADSL/CATVインターネットサービスをご利用の場合の設定を行います。

WWW ブラウザで設定画面を開きます。

メインメニューから、［簡単インターネット接続設定］ページ －［CATVインター
ネットサービス、その他のADSL接続サービス］を選択します。

→［CATVインターネットサービス、その他のADSL接続サービス］ページが表
示されます。

9

3.

3. CATVインターネットサービス、その他のADSL接続サービス

PPPoE 接続ADSLインターネット接続サービスの場合は、［通常のPPPoE接続］から設定を行ってください。

注意

1.

2.
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表示される設定項目に必要な情報を入力します。（以下参照）
［簡単インターネット設定］－［CATVインターネットサービス、その他のADSL
接続サービス］

●IP設定の自動取得（DHCP取得）
プロバイダからIPアドレスが自動的に割り当てられる場合は「する」、IPアドレ
スが固定で割り当てられる場合は「しない」を選択します。「しない」の場合は以
下の項目に関しても設定してください。（工場出荷時の状態では「する」に設定
されています。）

●WAN 側IPアドレス
IPアドレスが固定で割り当てられる場合は、プロバイダから指定されたIPアド
レスを入力してください。（工場出荷時の状態では「0.0.0.0 」に設定されています。）

例：153.16.10.40

●WAN 側サブネットマスク
IPアドレスが固定で割り当てられる場合は、プロバイダから指定されたサブネッ
トマスクを入力してください。（工場出荷時の状態では「255.255.255.0 」に設
定されています。）

例：255.255.255.240

●WAN 側デフォルトゲートウェイ
IPアドレスが固定で割り当てられる場合は、プロバイダから指定されたデフォ
ルトゲートウェイを入力してください。（工場出荷時の状態では「0.0.0.0 」に設
定されています。）

例：153.16.10.36

●ドメイン名
特に必要が無い限り設定しません。

ご利用のインターネット接続サービスでドメイン名の設定が必要な場合や、
LAN 上でドメイン名を使用している場合は、ここにドメイン名を入力します。
この設定を行うと本製品のDHCPサーバ機能によってIP アドレスが自動設定さ
れる際に、ドメイン名もパソコンに設定されます。
プロバイダからドメインを指定されている場合は、プロバイダから指定された
ドメイン名を入力してください。（工場出荷時の状態では空欄に設定されています。）

例：PLANEX

3.
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●ホスト名
特に必要が無い限り変更する必要はありませんが、ご利用のインターネット接
続サービスによっては、ホスト名の設定が必要になります。この場合はプロバイ
ダから指定されたホスト名を入力してください。（工場出荷時の状態では「brl01」
に設定されています。）

例：Mymachine

入力内容を確認し、正しければ［適用］ボタンを押してください。
「設定を保存して再起動します」メッセージが表示されますので、［はい］ボタン
を押してください。［はい］ボタンを押すと、変更した設定内容が保存され本製
品が再起動を開始します。（再起動には約10秒かかります）

［PPPoE複数IPアドレス LAN型接続］では、PPPoEを使ったインターネット接
続サービスで、複数の固定グローバルIPアドレスが利用可能なサービスをご利
用の場合の設定を行います。

通常のPPPoEインターネット接続サービスではIPアドレスが1個しか割り当て
られません。また、PPPoEでプロバイダに接続した際に空いているIPアドレス
が割り当てられますので、接続するごとに毎回違うIPアドレスが割り当てられます。
これに対し、グローバルIPアドレスが固定的に割り当てられていると、常に同じ
グローバルIPアドレスでインターネットからアクセスできますので、サーバ公
開には必須のサービスです。

●本製品はファームウェアバージョン5.XX.62p より、「PPPoE複数IPアドレス
LAN型接続」に対応しています。
●本マニュアルでは、PPPoE 採用ADSL インターネット接続で複数のIP アドレ
スを提供するサービスを、「PPPoE複数IPアドレスLAN型接続サービス」とし
ております。その他のサービスでは機能しない場合がありますのでご注意く
ださい。
●「PPPoE 複数グローバルIP アドレスLAN 型接続サービス」はWWW 設定画面
のみで設定可能です。TELNET 設定画面では設定できませんのでご注意くだ
さい。

4.

4. PPPoE複数IPアドレス LAN型接続

PPPoE ではないADSL/CATV インターネット接続サービスの場合は、［CATVインターネットサービス、その他
のADSL接続サービス］から設定を行ってください。また、IPアドレスが1 個しか割り当てられない通常のPPPoE
採用インターネット接続サービスの場合は、［通常のPPPoE接続］から設定を行ってください。

注意

■ 複数グローバル IPアドレスサービスの利点

■ PPPoE 複数グローバル IPアドレス接続サービスについて



プロバイダから複数のグローバルIPアドレスが割り当てられる場合、割り当て
られる連続したグローバルIPアドレス空間のうち、最初（ネットワークアドレス）
と最後（ブロードキャストアドレス）は、システムで予約されておりホスト（コン
ピュータ）には使用できません。また、本製品のようなルータに対するIPアドレ
スも必要になります。従って、お客様のホスト（コンピュータサーバ）で利用可
能なIPアドレスは、（プロバイダから割り当てられたアドレス数 －3）になります。
（プロバイダから8個のグローバルIPアドレスが割り当てられている場合は5個
が利用可能）

例：プロバイダから153.16.10.40 ～153.16.10.47 までのグローバルIPアドレ
スが割り当てられた場合

153.16.10.40・・・・ネットワークアドレス（使用不可）
153.16.10.41・・・・ルータ用（例：本製品LAN 側ポート）
153.16.10.42・・・・お客様ホスト用（例：プライマリDNS サーバ）
153.16.10.43・・・・お客様ホスト用（例：WWW サーバ）
153.16.10.44・・・・お客様ホスト用（例：メールサーバ）
153.16.10.45・・・・お客様ホスト用（例：FTPサーバ）
153.16.10.46・・・・お客様ホスト用（例：その他サーバ）
153.16.10.47・・・・ブロードキャストアドレス（使用不可）
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■ IPアドレスの割り当て方法

一般的にルータ（本製品LAN側）に設定するグローバルIPアドレスは、ネットワークアドレスの次のアドレスにします。
プロバイダから指定されていない場合は、特に理由がない限りこのアドレスで設定してください。

注意



本製品の「PPPoE複数IPアドレス LAN型接続」機能を利用すると、プロバイダ
から割り当てられた複数のグローバルIPアドレスを持つパソコンを、本製品の
LAN側ポートに接続可能になります。さらに、プライベートIPアドレスを持つホ
スト（パソコン）も接続することができます。
この際、本製品のLAN側ポートはグローバルIPアドレスとプライベートIPアド
レスをそれぞれ1個、合計2つのIPアドレスを保持します。また、WAN側ポート
にはIPアドレスは割り当てられておらず、Unnumbered となります。
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■ 本製品の機能

図1-1 PPPoE複数IPアドレス LAN型接続

一般的にルータ（本製品LAN 側ポート）に設定するグローバルIPアドレスは、ネットワークアドレスの次のアドレスに
します。プロバイダから指定されていない場合は、特に理由がない限りこのアドレスで設定してください。

注意

表3-１ グローバルIPアドレス



本製品の複数グローバルIPアドレスLAN型接続機能（NAT ＆スルー）を利用す
る場合、LAN 側ポートに接続したホスト（パソコン・サーバ）のネットワーク設
定は次のようになります。

●グローバルIPアドレスのコンピュータ
＜IPアドレス＞
プロバイダから割り当てられたIPアドレス空間のうち、利用可能なグローバル
IPアドレス（本製品LAN 側ポートに設定するルータアドレスを除く）

例：153.16.10.41

＜サブネットマスク＞
プロバイダから指定されたサブネットマスク

例：255.255.255.240

＜デフォルトゲートウェイ＞
割り当てられたIPアドレス範囲の2番目のグローバルIPアドレス（＝本製品LAN
側ポートに設定したグローバルIP アドレス）

例：153.16.10.41
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■ ホスト（コンピュータ・サーバ）の設定

表3-２ プライベートIPアドレス



●プライベートIP アドレスのコンピュータ（本製品のDHCP サーバ機能を利
用しない場合）

＜IPアドレス＞
任意のIP アドレス

例：192.168.1.1

＜サブネットマスク＞
任意のサブネットマスク

例：255.255.255.0

＜デフォルトゲートウェイ＞
本製品LAN 側ポートに設定したプライベートIP アドレス

例：192.168.1.1

●プライベートIP アドレスのコンピュータ（本製品のDHCP サーバ機能を利
用する場合）

各パソコンのDHCPクライアント機能を有効（IPアドレスを自動的に取得する）
にするだけで設定完了です。

15



WWWブラウザで設定画面を開きます。

メインメニューから、［簡単インターネット接続設定］ページ －［PPPoE複数IP
アドレスLAN型接続］を選択します。

→［PPPoE複数IPアドレスLAN型接続］ページが表示されます。

表示される設定項目に必要な情報を入力します。（以下参照）
［簡単インターネット接続設定］ページ－［PPPoE複数IPアドレスLAN型接続］
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■ 本製品の「PPPoE複数IPアドレスLAN型接続」の設定方法
1.

2.

3.



●ログインユーザ名
プロバイダから指定されたPPPoE接続ユーザ名を、正確に入力してください。
以下のPPPoEサービス名が指定されていない場合は”@”（アットマーク）以下
も入力します。（工場出荷時の状態では「your-name 」に設定されています。）

例：nogunogu@planexbrl.ne.jp

●ログインパスワード
プロバイダから指定されたPPPoE 接続パスワードを、正確に入力してください。
セキュリティのため、この欄に文字を入力しても”*”（アスタリスク）表示され
ます。（工場出荷時の状態では「password 」に設定されています。）

例：rYOCo%Mtu

●サービス名
プロバイダから指定されたPPPoEサービス名を、正確に入力してください。と
くに指定されていない場合は入力する必要はありません。（工場出荷時の状態で
は空欄に設定されています。）

例：PPPServ
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最大64 文字の半角英数字を入力可能です。大文字・小文字の違いに注意して入力してください。PPPoE接続ユーザ名
はメールアカウント名などと異なる場合があります。

注意

最大32 文字の半角英数字を入力可能です。大文字・小文字の違いに注意して入力してください。PPPoE接続パスワー
ドはメールパスワードなどと異なる場合があります。

注意

最大32 文字の半角英数字を入力可能です。大文字・小文字の違いに注意して入力してください。

注意



●サービスオンデマンド
コンピュータ上でWWWブラウザを起動した場合など、LAN側のコンピュータか
らのインターネット接続要求に応じて自動的にインターネット接続させる場合
は、「有効」に設定してください。「PPPoE複数IPアドレスLAN型接続」の場合は、
「有効」に設定することをお勧めします。（工場出荷時の状態では「有効」に設定
されています。）

●自動切断（分）
PPPoEでインターネットに接続中、通信が無い状態が続いた場合に自動的に
PPPoE接続を切断するまでの時間を分単位で指定します。自動切断したくない
場合は、この欄に”0 ”を入力してください。複数グローバルIPアドレスLAN型
サービスの場合は、”0 ”を入力して自動切断しないことを推奨します。（工場出
荷時の状態では「5 」に設定されています。）

例：0

●IPアドレスネゴシエーション
プロバイダからルータのアドレスを指定されている場合は「無効」、指定されて
いない場合は「有効」を入力してください。（工場出荷時の状態では「有効」に設
定されています。）

●ルータIPアドレス
プロバイダからルータアドレスを指定されている場合はそのアドレス、指定さ
れていない場合は「0.0.0.0 」を入力してください。（工場出荷時の状態では
「0.0.0.0 」に設定されています。）

例：153.16.10.41

●LAN側グローバルIPアドレス
プロバイダからルータアドレスを指定されている場合はそのアドレス、指定さ
れていない場合は割り当てられたアドレス範囲の2番目のグローバルIPアドレス
を入力してください。（工場出荷時の状態では「0.0.0.0 」に設定されています。）

例：153.16.10.41

18

従量制の場合などで「無効」に設定した場合は、［アドバンスド設定］ ‐ ［PPPoE の診断］ページで手動接続しなけ
ればなりません。

注意



●LAN側グローバルサブネットマスク
プロバイダからルータアドレスを指定されている場合は、プロバイダから指定
されたサブネットマスクを入力してください。（工場出荷時の状態では「0.0.0.0 」
に設定されています。）

例：255.255.255.240

●MSS（Maximum Segment Size）
MSS（Maximum Segment Size）値を変更します。通常は工場出荷時の設定
（1414）を変更する必要はありません。不用意に変更すると通信ができなくなっ
たり、特定のサイトやアプリケーションが使用できなくなったり、パフォーマン
スが著しく落ちますので注意してください。

例：株式会社セガのDreamcast で『ファンタシースターオンライン』をプレ
イする場合は、工場出荷時の設定（1414）では動作しません。1400 、
1300 、1200 の各値で動作確認を行っていますので、このなかでできる
限り大きい数値を設定してください。

入力内容を確認し、正しければ［適用］ボタンを押してください。
「設定を保存して再起動します。」メッセージが表示されますので、［はい］ボタン
を押してください。［はい］ボタンを押すと、変更した設定内容が保存され本製
品が再起動を開始します。（再起動には約10秒かかります）
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MSS 値はインターネット接続スピードのパフォーマンスに影響を与えます。アプリケーションの都合でMSS 値を変更
する場合は、そのアプリケーションの許容範囲の最大値を入力してください。
（1414 以上は指定しないで下さい）

注意

4.



MEMO
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